











































































































































使用する教材は，30 秒から 1分程度のラジオの中国語ニュース 12）で，練習の具体的な手順は
以下のとおりである。
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３）中国語学科の学生数は一学年 60 名。1,2 年次に「インテンシブ中国語 A～ E」を修了し，3年次以







































18）社会人対象の通訳者養成講座の学習時間は 120 分× 18 回＝ 2160 分。「コミ論」は 1セメスターで










染谷安正「通訳教育のあり方―何を教えるか，何を学ぶか」『通訳・翻訳ジャーナル』2001 年 8 月号（pp. 
98-99）
永田小絵「獨協大学外国語学部言語文化学科の中国語教育における通訳訓練法の応用」『外国語教育研






　　今天上午，北京奥墇会①       了男子 100 米②　      决赛。日本选手北岛康介以 58 秒
91 的③  　　      勇夺冠军，一举打破④ 　      纪录。自上届⑤ 　     奥墇会之后，北岛康介
成功蝉联百米蛙泳⑥      ，这也是 76 年来日本选手在游泳个人项目上首次蝉联冠军。
　　北岛赛后表示，“ ⑦          的时候有点力不从心，因此今天前半段⑧     　游得比较
⑨         　。到后半段时，和昨天的⑩　         不同，能明显感觉到身体有余力，于是就拼出
⑪          　，放手冲刺 ”。









打破记录　　　　　　　　　　                                    　　
上届奥墇会　　　　　　　　　                                    　
蝉联冠军　　　　　　　　　　                                    　
力不从心　　　　　　　　　　                                    　
后半段　　　　　　　　　　　                                    　         
放手冲刺　　　　　　　　　　                                    　


























11. 你愿意带我们到现场吗 ? 　　　　　　　　我々を現場に案内してもらえますか？
12. 能不能跟我们到办公室去一䶀 ? 　　　　　事務所まで御足労願えませんか？
13. 给我们看一下䓟的手臂好不好 ?　　　　　ちょっと腕を見せてもらえますか？
14. 让王老师的爱人来听电话，好吗 ? 　　　　 王先生の奥さんに電話をかわってもらえ
ますか？
15. 这里有从一到五的号码牌，请䓟抽出一张。 ここに 1から 5までの番号札がありま
す。1枚ひいてください。
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